
件数 割合（％） 件数 割合（％） 件数 割合（％）

17年度調査 353 523 488 93.3 26 5.0 9 1.7

18年度調査 332 480 448 93.3 27 5.6 5 1.0

17年度調査 1270 1886 1537 81.5 237 12.6 112 5.9

18年度調査 1033 1723 1219 70.7 288 16.7 216 12.5

17年度調査 533 1753 1715 97.8 20 1.1 18 1.0

18年度調査 505 1649 1594 96.7 29 1.8 26 1.6

17年度調査 65 182 176 96.7 5 2.7 1 0.5

18年度調査 52 82 81 98.8 0 0.0 1 1.2

17年度調査 49 282 278 98.6 3 1.1 1 0.4

18年度調査 53 166 158 95.2 3 1.8 5 3.0

17年度調査 44 119 107 89.9 9 7.6 3 2.5

18年度調査 54 94 83 88.3 7 7.4 4 4.3

17年度調査 1355 2765 2402 86.9 232 8.4 131 4.7

18年度調査 1347 2787 2152 77.2 349 12.5 286 10.3

17年度調査 433 1191 1122 94.2 50 4.2 19 1.6

18年度調査 411 1098 948 86.3 94 8.6 56 5.1

17年度調査 255 623 592 95.0 18 2.9 13 2.1

18年度調査 328 646 629 97.4 16 2.5 1 0.2

17年度調査 203 664 642 96.7 15 2.3 7 1.1

18年度調査 228 592 568 95.9 12 2.0 12 2.0

17年度調査 53 79 77 97.5 2 2.5 0 0.0

18年度調査 45 60 60 100.0 0 0.0 0 0.0

17年度調査 16 30 30 100.0 0 0.0 0 0.0

18年度調査 39 55 54 98.2 1 1.8 0 0.0

※平成17，18年度統一精度管理事業調査結果より抜粋

○第一管理区分 　当該単位作業場所のほとんど（95%以上）の場所で気中有害物質の濃度の平均が管理濃度を超えない状態。（B測定にあっては管理濃度未満の状態）

○第二管理区分 　当該単位作業場所の気中有害物質の濃度の平均が管理濃度を超えない状態。（B測定にあっては管理濃度超え、管理濃度の1.5倍以下の状態）

○第三管理区分 　当該単位作業場所の気中有害物質の濃度の平均が管理濃度を超える状態。（B測定にあっては管理濃度の1.5倍超えの状態）

参考資料８－１

ジクロルメタン
(別名二塩化メチレン)

測定対象物質名 測定事業場数 延単位作業場数
管理区分別の単位作業場所延数

第1管理区分 第2管理区分 第3管理区分

発がん性の評価区分のある有機溶剤の作業環境測定状況

クロロホルム

四塩化炭素

1,4-ジオキサン

1,1,2,2-テトラクロルエタン
(別名四塩化アセチレン)

テトラクロルエチレン
(別名パークロルエチレン)

1,1,1-トリクロルエタン

1,2-ジクロルエタン
(別名二塩化エチレン)

トリクロルエチレン

メチルイソブチルケトン

N,N-ジメチルホルムアミド

スチレン


